


これから、少しずつ気温が下が
り、空気が澄んできて、空を見上
げる機会も増えるのではないで
しょうか。今回は科学絵本の分野
から、小さい子ども向けに書かれ
ている『あのくも なあに？』
（富安陽子作 山村浩二絵 2018
年刊 福音館書店）を紹介します。

絵本の中に、科学絵本と呼ばれ
る分野があります。それは、子ど
もの日々の暮らしの中で出会う生
き物や植物を取り上げたり、暮ら
しの中の様々な疑問に答えてくれ
たりしています。今回取り上げた
絵本は、空の雲のこと。でも、こ
の絵本は、科学的なお話ではなく、
子どもの考えた雲の世界をお話し
にしていて、子どもたちが空を見
上げるきっかけづくりになってい
ます。はたして、これを科学絵本
と言っていいのかは、読み手の気
持ちを尊重しますが、初出が『月
刊ちいさなかがくのとも』（2011
年７月刊）ですので、出版社の意
図は、子どもたちが科学に興味を
持つ一歩となることを願って出版
されたものと思います。

ページを開くと画面いっぱいに
空の雲。「あのくもなあに？」と
尋ねると、「なんだろね。」と答

えます。そのあとは、子どもの空
想。最初の雲は、「カーテンぐも
だよ、あのくもは。」と子どもが
言います。次のページには、朝の
光がまぶしくて、雲のカーテンを
引いているねぼすけ巨人が、画面
いっぱいに描かれています。この
絵本に描かれている雲の種類は、
五つ。想像の世界も五つです。

科学で言えば、小さな子どもで
も「それは違うよ。」と思うかも
しれませんが、「そうだったら面
白いな。」と思う子。「空には、
色々な雲があるな～。」と思う子。
「どうしていろいろな形になるの
かな？」と考える子。どの子と読
んでいる場面を想像しても、とっ
ても楽しい気持ちになります。

絵本は子どもと読み手が向き合
うものです。そして、そこから
様々な行動につながっていくもの
だとも思います。絵本を読んだこ
とで、散歩に出かけたくなったり、
空を見上げたくなったり。お料理
をしたくなったり、何か作りたく
なったり。 こ
の秋は、読書からアクション！な
んてどうでしょうか。楽しいと思
いますよ。

「あのくもなあに？」
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